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研究開発支援について
本サービ スは委託研究（ 準委任契約） と なり ます。 当社のノ ウハウやテク ノ ロ ジーを 活用し 、 貴社の研究開発を サポート いたし ます。

本サービ スで得ら れたデータ は、 原則と し て当社の研究開発にも 活用さ せていただき ますのでご了承く ださ い。

詳細情報及びお見積も り 等について

解析内容の詳細につき まし てはお打ち 合わせを 経て、 ご提案を さ せていただき ます。
お気軽にお問い合わせく ださ い。

ヒ ト 臨床試験による被験品の腸内環境への影響評価プラ ン。
臨床試験の試験立案から 、 実施、 解析までをト ータ ルサポート いたし ます。

ク ロ スオーバー試験

被験品 プラ セボ

並行群間試験

被験品

プラ セボ

W O

腸内環境情報 （ 独自技術）

・ 腸内細菌叢
・ 腸内代謝物質
・ 腸内免疫グロブリ ン
・ 腸管バリ ア指標

ヒ ト 臨床データ

・ 排便情報
・ 血液パラ メ ータ
・ 生活・ 食習慣情報 ...等

細菌・ 代謝物質の増減

摂取前 プラ セボ 被験品
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レ スポン ダー特徴抽出

効果が高い

効果が低い

① 目的ごと の最適な試験設計 ② 腸内環境と 関連情報を 分析 ③ 効果を 多角的に統合解析

「 腸内環境」 がト レ ン ド ！頼れる 根拠で新たな価値を ！

こ んな課題を 解決し ます

① 信頼できるエビデンスに基づいた製品を提供し たい

② 摂取し たと きの効果と 腸内環境と の関連性を調べたい

③ 新し い機能の訴求ポイ ント を見出し スト ーリ ーを作り たい

食品

飲料

素材

添加物

（ オプショ ン）

*

採便
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研究開発支援プラ ッ ト フ ォ ーム
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M GPack
実施例（ 試験デザイ ン ~ 臨床試験 ~  結果報告）

注意事項
・  本資料に記載さ れている図表は試験デザイ ン・ 解析結果のイ メ ージです。 実際の解析では異なる 表現がなさ れる 場合も ございます。

・  解析の方針に応じ て、 採用する解析項目が異なり 、 すべての解析項目を 実施し ないこ と も ございます。

・  本資料に記載さ れている以外の解析を 行う 場合も ございます。

試験計画

倫理審査

被験者募集

スク リ ーニング

ラ ンダム割付

被験品摂取 プラ セボ摂取ウォ ッ シュ アウト

プラ セボ摂取 被験品摂取ウォ ッ シュ アウト

ラ ンダム化二重盲検プラ セボ対照ク ロスオーバー試験

・ 腸内細菌叢（ 16Sメ タ ゲノ ム分析）
・ 腸内代謝物質（ メ タ ボローム分析）

腸内環境への影響を 多角的に解析

複雑な腸内環境への影響を 可視化し
新たな機能性を 見出す

摂取前 プラ セボ 被験品

*

代
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*

プロファ イルから個々の細菌属・ 代謝物質まで
腸内環境への効果に関するエビデンスを

最適な解析手法で取得

効果に寄与する 因子の抽出から 新規提案

製品のポテン シャ ルを 更に引き 出す戦略を
腸内環境の視点から ご提案！

効果の鍵と なる腸内環境因子を見出すこと で
効果の増強や汎用性向上を目指し た

新戦略をご提案

主成分1

主
成

分
2

採便

プロフ ァ イ ル解析 個別因子解析

高い
効果

低い
効果

効果で層別化 因子検出
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